
(57)【要約】

【課題】高温環境下での使用であっても、シール性の低

下を抑えることができ、長期に亘って安定したシール機

能を発揮することができ、しかもこのシャフトを使用す

る等速自在継手の製造コストの低減に寄与することが可

能な等速自在継手用シャフトを提供する。

【解決手段】等速自在継手の内側継手部材に連結される

とともに、ブーツ１の小径部１１が装着されるブーツ取

付部２２を備えた等速自在継手用シャフトである。ブー

ツ取付部２２に一対の周方向突起部２３、２４を設ける

。継手内部側の周方向突起部２３よりも継手内部側に、

継手内部からの潤滑材を溜める凹周溝２５を設けた。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継 手 部 材 に 連 結 さ れ る と と も に 、 ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 が 装 着
さ れ る ブ ー ツ 取 付 部 を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト に お い て 、
　 前 記 ブ ー ツ 取 付 部 に 一 対 の 周 方 向 突 起 部 を 設 け る と と も に 、 継 手 内 部 側 の 周 方 向 突 起 部
よ り も 継 手 内 部 側 に 、 継 手 内 部 か ら の 潤 滑 材 を 溜 め る 凹 周 溝 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 等
速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 を 締 付 け る ブ ー ツ バ ン ド よ り も 継 手 内 部 側 に 、 シ ャ フ ト 側 装
着 部 に て 覆 わ れ る よ う に 前 記 凹 周 溝 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ の 等 速 自 在 継 手 用
シ ャ フ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 一 対 の 周 方 向 突 起 部 間 に ブ ー ツ 取 付 用 溝 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ の 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 車 や 各 種 産 業 機 械 に お け る 動 力 の 伝 達 に 用 い ら れ る 等 速 自 在 継 手 に は 、 継 手 内 部 へ
の 塵 埃 等 の 異 物 進 入 防 止 や 継 手 内 部 に 封 入 さ れ た グ リ ー ス の 漏 れ 防 止 を 目 的 と し 、 蛇 腹 状
の ブ ー ツ が 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 種 の ブ ー ツ は 例 え ば 図 ４ に 示 す よ う に 、 等 速 自 在 継 手 １ ０ ０ の 外 輪 １ ０ １ に 固 定 さ
れ る 大 径 部 １ ０ ２ と 、 内 輪 １ ０ ３ か ら 延 び る シ ャ フ ト １ ０ ４ に 固 定 さ れ る 小 径 部 １ ０ ５ と
、 大 径 部 １ ０ ２ と 小 径 部 １ ０ ５ と の 間 に 設 け ら れ 、 谷 と 山 と が 交 互 に 形 成 さ れ た 蛇 腹 部 １
０ ８ と を 有 す る 。 そ し て 、 大 径 部 １ ０ ２ と 小 径 部 １ ０ ５ と は そ れ ぞ れ ブ ー ツ バ ン ド １ ０ ９
が 装 着 さ れ る こ と に よ っ て 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 す な わ ち 、 大 径 部 １ ０ ２ の 外 周 面 及 び 小 径 部 １ ０ ５ の 外 周 面 に は そ れ ぞ れ バ ン ド 装 着 用
溝 １ １ ０ 、 １ １ １ が 設 け ら れ 、 各 溝 １ １ ０ 、 １ １ １ に ブ ー ツ バ ン ド １ ０ ９ 、 １ ０ ９ が 嵌 合
さ れ る 。 ま た 、 シ ャ フ ト １ ０ ４ の ブ ー ツ 取 付 部 に は 、 ブ ー ツ 取 付 用 溝 １ １ ２ と 、 こ の ブ ー
ツ 取 付 用 溝 １ １ ２ の 両 側 の 突 起 （ 周 方 向 突 起 部 ） １ １ ３ 、 １ １ ３ と が 設 け ら れ て い る 。 こ
の 場 合 、 ブ ー ツ バ ン ド １ ０ ９ の 締 め 付 け に よ っ て 、 突 起 １ １ ３ 、 １ １ ３ が ブ ー ツ の 小 径 部
１ ０ ５ の 一 部 に 食 い 込 む こ と に よ っ て 、 シ ー ル 性 を 高 め て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 な お 、 外 輪 １ ０ １ は 、 そ の 内 周 面 に 複 数 の 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク 溝 ） １ １ ５ が 形 成 さ れ る と
と も に 、 内 輪 １ ０ ３ は 、 そ の 外 周 面 に 複 数 の 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク 溝 ） １ １ ６ が 形 成 さ れ て い
る 。 そ し て 、 外 輪 １ ０ １ の 案 内 溝 １ １ ５ と 内 輪 １ ０ ３ の 案 内 溝 １ １ ６ と で 協 働 し て 形 成 さ
れ る ボ ー ル ト ラ ッ ク に 複 数 の ボ ー ル １ １ ７ が 配 設 さ れ 、 こ の ボ ー ル １ １ ７ が 、 外 輪 １ ０ １
と 内 輪 １ ０ ３ と の 間 に 配 置 さ れ る ケ ー ジ １ １ ８ の ポ ケ ッ ト １ １ ８ ａ に 収 容 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 従 来 に は 、 ブ ー ツ の 小 径 部 の 内 周 面 に リ ブ を 設 け 、 バ ン ド 装 着 時 に こ の リ ブ を 、
ブ ー ツ 取 付 用 溝 の 底 面 に 圧 接 さ せ て シ ー ル 性 を 高 め よ う と し た も の が あ る （ 特 許 文 献 １ ）
。 さ ら に は 、 耐 久 性 向 上 の た め に 、 継 手 の 屈 曲 動 作 に よ っ て 生 じ る 歪 を 分 散 さ せ る た め の
溝 を ブ ー ツ の 小 径 部 側 に 設 け た も の も あ る （ 特 許 文 献 ２ ） 。 な お 、 こ の 特 許 文 献 ２ に 記 載
の も の で も 、 ブ ー ツ の 小 径 部 の 内 周 面 に リ ブ が 設 け ら れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ８ ５ ５ ３ ２ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ０ １ ２ ０ ２ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 と こ ろ で 、 ブ ー ツ バ ン ド に よ る 締 付 部 の シ ー ル 性 は 、 経 時 変 化 に よ り 低 下 す る 。 こ の た
め 、 図 ４ に 示 す よ う に シ ャ フ ト に 突 起 を 設 け た も の で あ っ て も 、 ブ ー ツ の 小 径 部 の 内 周 面
に リ ブ を 設 け た も の （ 前 記 特 許 文 献 １ 及 び 特 許 文 献 ２ に 記 載 も の ） で あ っ て も 、 締 付 効 果
が 十 分 で な く な る 。 ま た 、 近 年 で は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー か ら な る 樹 脂 ブ ー ツ は 、 ゴ ム
製 ブ ー ツ （ Ｃ Ｒ ブ ー ツ ） に 比 べ て 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 、 高 速 回 転 性 （ 回 転 時 振 れ 廻 り 性 ） に
優 れ る た め 、 普 及 し て い る 。 こ の よ う な 樹 脂 ブ ー ツ で は 高 温 に 曝 さ れ る と シ ー ル 性 が 低 下
す る 。 こ れ は 、 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー の 圧 縮 永 久 歪 が 大 き く 、 反 発 力 が 低 下 す る た め で あ
り 、 特 に 、 デ フ ァ レ ン シ ャ ル ギ ア 側 （ イ ン ボ ー ド 側 ） で の 高 温 環 境 下 (高 温 雰 囲 気 下 )で こ
の 傾 向 が 著 し い 。 こ の た め 、 従 来 の よ う な シ ー ル 構 造 で は 、 長 期 に 亘 っ て 安 定 し た シ ー ル
機 能 を 発 揮 す る こ と が で き な い 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 の 耐 久 性 向 上 の た め の 溝 は 、 樹
脂 ブ ー ツ で は ブ ロ ー に よ り 成 形 す る 範 囲 に か か る た め 成 形 が 難 し く 、 Ｃ Ｒ ブ ー ツ で あ っ て
も シ ー ル 性 向 上 に 寄 与 し な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 前 記 特 許 文 献 １ 、 ２ に 記 載 の も の の よ う に 、 ブ ー ツ の 小 径 部 の 内 周 面 に リ ブ を 設
け る も の （ ブ ー ツ 形 状 変 更 に よ る 対 策 の も の ） で は 、 成 形 性 へ の 悪 影 響 に よ り コ ス ト 高 が
懸 念 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 に 、 ブ ー ツ の 小 径 部 （ シ ャ フ ト 側 装 着 部 ） に お い て は 、 ブ ー ツ バ ン ド よ り も 継 手 内 部
側 の 端 部 は 、 シ ャ フ ト の ブ ー ツ 取 付 部 と 接 触 し て い る の み で あ っ て 、 等 速 自 在 継 手 が 作 動
角 を と っ た 際 に 、 そ れ に 追 従 し て 、 シ ャ フ ト 取 付 部 か ら 離 れ た り す る 。 こ の た め 、 ブ ー ツ
の シ ャ フ ト 側 装 着 部 の 継 手 内 部 側 の 端 部 に お い て 、 継 手 内 部 の 潤 滑 剤 が シ ャ フ ト 側 装 着 部
内 部 に 流 入 し て 、 継 手 外 部 へ 流 出 し や す く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み て 、 高 温 環 境 下 で の 使 用 で あ っ て も 、 シ ー ル 性 の 低 下 を 抑 え
る こ と が で き 、 長 期 に 亘 っ て 安 定 し た シ ー ル 機 能 を 発 揮 す る こ と が で き 、 し か も こ の シ ャ
フ ト を 使 用 す る 等 速 自 在 継 手 の 製 造 コ ス ト の 低 減 に 寄 与 す る こ と が 可 能 な 等 速 自 在 継 手 用
シ ャ フ ト を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト は 、 等 速 自 在 継 手 の 内 側 継 手 部 材 に 連 結 さ れ る と と も
に 、 ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 が 装 着 さ れ る ブ ー ツ 取 付 部 を 備 え た 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ
ト に お い て 、 前 記 ブ ー ツ 取 付 部 に 一 対 の 周 方 向 突 起 部 を 設 け る と と も に 、 継 手 内 部 側 の 周
方 向 突 起 部 よ り も 継 手 内 部 側 に 、 継 手 内 部 か ら の 潤 滑 材 を 溜 め る 凹 周 溝 を 設 け た も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 に ブ ー ツ バ ン ド を 締 付 け れ ば 、 一 対 の 周 方 向 突 起 部 が 装 着 部
に 食 い 込 む 。 ま た 、 凹 周 溝 を 設 け た こ と に よ っ て 、 継 手 内 部 か ら の 潤 滑 材 が ブ ー ツ の 装 着
部 側 に 流 れ 込 ん だ と し て も 、 こ の 凹 周 溝 に て 潤 滑 材 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 シ ャ フ ト 側 装 着 部 を 締 付 け る ブ ー ツ バ ン ド よ り も 継 手 内 部 側 に 、 シ ャ フ ト 側 装 着 部 に て
覆 わ れ る よ う に 凹 周 溝 を 設 け る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ っ て 、 作 動 角 を と っ て 、 シ ャ フ ト
側 装 着 部 の 継 手 内 部 側 の 端 部 と シ ャ フ ト の ブ ー ツ 取 付 部 と に 生 じ た 隙 間 に 潤 滑 剤 が 入 り 込
ん で も 、 こ の 凹 周 溝 に て 受 け る こ と が で き 、 こ の 凹 周 溝 よ り も 継 手 外 部 側 へ の 潤 滑 剤 の 流
出 を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 一 対 の 周 方 向 突 起 部 間 に ブ ー ツ 嵌 合 用 溝 を 設 け て も よ い 。 こ れ に よ り 、 ブ ー ツ 装 着 状 態
で 、 ブ ー ツ 嵌 合 用 溝 に ブ ー ツ の 小 径 部 の 一 部 が 嵌 合 す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 一 対 の 周 方 向 突 起 部 が ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 に 食 い 込 む の で 、 ブ ー ツ の
小 径 部 を 確 実 に シ ャ フ ト の ブ ー ツ 取 付 部 に 装 着 す る こ と が で き る 。 し か も 、 凹 周 溝 に て 潤
滑 材 を 受 け る こ と が で き る の で 、 こ の 凹 周 溝 よ り 継 手 外 部 側 へ の 潤 滑 材 の 流 出 を 防 止 で き
る 。 こ れ に よ り 、 優 れ た シ ー ル 性 を 発 揮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の シ ャ フ ト を 使 用 す
れ ば 、 ブ ー ツ の 形 状 を 変 更 す る 必 要 が な い 。 こ の た め 、 こ の シ ャ フ ト を 使 用 し て 等 速 自 在
継 手 を 組 み 立 て る 場 合 、 従 来 の 既 存 の ブ ー ツ を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で き 、 コ ス ト の 低
減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 作 動 角 を と っ た 場 合 、 そ れ に 追 従 す る た め に 、 継 手 内 部 側 で 、 ブ ー ツ １ と シ ャ フ
ト ９ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ る 。 こ の た め 、 こ の 隙 間 に 潤 滑 材 Ｓ が 流 れ 込 む こ と に な る が
、 流 れ 込 ん だ と し て も 、 ブ ー ツ バ ン ド よ り も 継 手 内 部 側 に 、 ブ ー ツ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 に
て 覆 わ れ る よ う に 凹 周 溝 を 設 け た の で 、 凹 周 溝 に て こ の 潤 滑 剤 を 受 け る こ と が で き 、 こ の
凹 周 溝 よ り も 継 手 外 部 側 に 潤 滑 材 を 流 出 さ せ な い 。 従 っ て 、 作 動 角 を と っ た 場 合 で も 、 安
定 し た シ ー ル 性 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ブ ー ツ 装 着 状 態 で は 、 ブ ー ツ 嵌 合 用 溝 に ブ ー ツ の 小 径 部 の 一 部 が 嵌 合 す る の で 、
ブ ー ツ 装 着 状 態 が 一 層 安 定 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ は 本 発 明 の 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト ９ が 使 用 さ れ た 等 速 自 在 継 手 ２ を 示 す 。 こ の 等
速 自 在 継 手 ２ は 、 内 周 面 に 複 数 の 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク 溝 ） ３ を 軸 方 向 に 形 成 し た 外 側 継 手 部
材 と し て の 外 輪 ４ と 、 外 周 面 に 複 数 の 案 内 溝 （ ト ラ ッ ク 溝 ） ５ を 形 成 し た 内 側 継 手 部 材 と
し て の 内 輪 ６ と 、 外 輪 ４ の 案 内 溝 ３ と 内 輪 ６ の 案 内 溝 ５ と で 協 働 し て 形 成 さ れ る ボ ー ル ト
ラ ッ ク に 配 さ れ る 複 数 の ボ ー ル ７ と 、 ボ ー ル ７ を 収 容 す る た め の ポ ケ ッ ト ８ ａ を 有 す る ケ
ー ジ ８ 等 か ら 構 成 さ れ る 。 ま た 、 内 輪 ６ の 内 周 に セ レ ー シ ョ ン や ス プ ラ イ ン 等 の ト ル ク 伝
達 手 段 を 介 し て 本 発 明 に 係 る シ ャ フ ト ９ を 結 合 し て い る 。 す な わ ち 、 内 輪 ６ の 中 心 孔 に ス
プ ラ イ ン １ ２ を 設 け 、 シ ャ フ ト ９ の 端 部 に 設 け ら れ た ス プ ラ イ ン １ ３ を 内 輪 ６ の ス プ ラ イ
ン １ ２ に 嵌 合 さ せ て い る 。 ま た 、 シ ャ フ ト ９ の ス プ ラ イ ン １ ３ の 端 部 に は 、 抜 け 止 め 用 の
止 め 輪 １ ５ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 こ の 等 速 自 在 継 手 ２ に は ブ ー ツ １ が 装 着 さ れ る 。 こ の 場 合 の ブ ー ツ １ は 、 例 え
ば 、 エ ス テ ル 系 、 オ レ フ ィ ン 系 、 ウ レ タ ン 系 、 ア ミ ド 系 、 ス チ レ ン 系 等 の 熱 可 塑 性 エ ラ ス
ト マ ー に て 形 成 さ れ る 。 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー は 樹 脂 と ゴ ム の 中 間 の 性 質 を 持 っ て い る 。
熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー は 、 弾 性 体 で あ り な が ら 、 熱 可 塑 性 樹 脂 の 通 常 の 成 形 機 に て 加 工 す
る こ と が で き る 。 な お 、 こ の よ う に 、 ブ ー ツ 材 料 は 、 疲 労 性 や 摩 耗 性 等 の 耐 久 性 、 耐 熱 老
化 性 、 耐 油 性 等 に 優 れ る 熱 可 塑 性 エ ラ ス ト マ ー が 好 ま し い が 、 ク ロ ロ プ レ ン 等 の ゴ ム 材 料
や シ リ コ ン ゴ ム 材 料 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ブ ー ツ １ は 、 等 速 自 在 継 手 ２ の 外 側 継 手 部 材 （ 外 輪 ４ ） の 開 口 端 部 に 装 着 さ れ る 大 径 部
（ 外 輪 側 装 着 部 ） １ ０ と 、 等 速 自 在 継 手 ２ の 内 側 継 手 部 材 （ 内 輪 ６ ） に 連 結 さ れ た シ ャ フ
ト ９ に 装 着 さ れ る 小 径 部 （ シ ャ フ ト 側 装 着 部 ） １ １ と 、 大 径 部 １ ０ と 小 径 部 １ １ と の 間 に
設 け ら れ 、 軸 方 向 に 沿 っ て 交 互 に 配 設 さ れ る 山 部 と 谷 部 と を 有 す る 蛇 腹 部 １ ４ と を 備 え る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 外 輪 ４ の 開 口 部 側 の 外 周 面 に 周 方 向 切 欠 き か ら な る ブ ー ツ 取 付 部 １ ６ が 設 け ら れ 、 こ の
ブ ー ツ 取 付 部 １ ６ に 大 径 部 １ ０ が 外 嵌 さ れ る 。 そ し て 、 大 径 部 １ ０ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た
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嵌 合 溝 １ ７ に ブ ー ツ バ ン ド １ ８ を 嵌 着 す る こ と に よ っ て 、 大 径 部 １ ０ を 外 輪 ４ に 固 定 し て
い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る シ ャ フ ト ９ に は 、 外 輪 ４ か ら 所 定 量 突 出 し た 位 置 に 、 図 １ と 図 ２ に 示 す よ
う に 、 周 方 向 に 沿 っ た ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ を 有 す る 大 径 部 か ら な る ブ ー ツ 取 付 部 ２ ２ が 設
け ら れ て い る 。 ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ の 開 口 端 （ 軸 方 向 端 ） に 周 方 向 突 起 部 （ 突 起 ） ２ ３ 、
２ ４ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 小 径 部 １ １ が ブ ー ツ 取 付 部 ２ ２ に 外 嵌 さ れ 、 小 径 部 １ １
の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 嵌 合 溝 １ ９ に ブ ー ツ バ ン ド １ ８ を 嵌 着 す る こ と に よ っ て 、 こ の 小 径
部 １ １ を シ ャ フ ト ９ に 固 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 、 継 手 内 部 側 の 周 方 向 突 起 部 ２ ３ よ り も 継 手 内 部 側 に 、 継 手 内 部 か ら の 潤 滑 材 を 溜
め る 凹 周 溝 ２ ５ を 設 け て い る 。 こ の 凹 周 溝 ２ ５ は 、 ブ ー ツ １ の 小 径 部 １ １ を ブ ー ツ 取 付 部
２ ２ に 外 嵌 し た 状 態 で 小 径 部 １ １ を 締 付 け る ブ ー ツ バ ン ド １ ８ よ り も 継 手 内 部 側 に 、 ブ ー
ツ の 小 径 部 １ １ に て 覆 わ れ る よ う に 設 け て い る 。 す な わ ち 、 凹 周 溝 ２ ５ が 、 ブ ー ツ バ ン ド
１ ８ の ブ ー ツ 大 径 部 側 の 端 面 １ ８ ａ よ り も ブ ー ツ 大 径 部 側 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 ブ ー ツ １ の 小 径 部 １ １ に ブ ー ツ バ ン ド １ ８ を 締 付 け れ ば 、 一 対 の 周 方 向 突 起 部
２ ３ 、 ２ ４ が ブ ー ツ １ の 小 径 部 １ １ に 食 い 込 む と と も に 、 ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ に ブ ー ツ の
小 径 部 １ １ の 一 部 が 嵌 合 し 、 こ の 小 径 部 １ １ で あ る シ ャ フ ト 側 装 着 部 が シ ャ フ ト に 装 着 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 と こ ろ で 、 ブ ー ツ １ の 小 径 部 １ １ の 継 手 内 部 側 に お い て は 、 作 動 角 を と ら な い 状 態 で は
、 図 ２ に 示 す よ う に 、 凹 周 溝 ２ ５ を 覆 っ て い る 状 態 を 維 持 し て い る 。 し か し な が ら 、 作 動
角 を と っ た 場 合 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 小 径 部 １ １ の 継 手 内 部 側 の 端 部 １ １ ａ が シ ャ
フ ト ９ か ら 離 れ る 方 向 に 引 っ 張 ら れ た 状 態 と な っ て 、 そ の 変 位 に 追 従 す る こ と が で き る 。
こ の 際 、 小 径 部 １ １ の 継 手 内 部 側 と シ ャ フ ト ９ の ブ ー ツ 取 付 部 ２ ２ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 そ の た め 、 ブ ー ツ １ が 装 着 さ れ た 状 態 に お い て 、 こ の 等 速 自 在 継 手 が 作 動 角 を と っ た 後
作 動 角 を と ら な い 状 態 に 戻 れ ば 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 小 径 部 １ １ の 継 手 内 部 側 の 端
部 １ １ ａ と シ ャ フ ト ９ の ブ ー ツ 取 付 部 ２ ２ と の 間 に 隙 間 が 形 成 さ れ て 凹 周 溝 ２ ５ が ブ ー ツ
１ 内 部 に 開 口 し た 状 態 と な っ て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 元 の 状 態 に 戻 る こ と に な る 。
こ の 際 、 等 速 自 在 継 手 ２ 内 の グ リ ー ス 等 の 潤 滑 材 Ｓ が 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） に 示 す よ う に 矢
印 の よ う に 凹 周 溝 ２ ５ 内 に 流 入 す る 。 そ し て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 潤 滑 材 Ｓ が 凹 周
溝 ２ ５ に 溜 ま る 。 こ の よ う に 、 作 動 角 を と っ た 場 合 、 ブ ー ツ １ と シ ャ フ ト ９ と の 間 に 形 成
さ れ る 隙 間 に 潤 滑 材 Ｓ が 流 れ 込 ん だ と し て も 、 凹 周 溝 ２ ５ に て こ の 潤 滑 剤 を 受 け る こ と が
で き 、 こ の 凹 周 溝 ２ ５ よ り も 継 手 外 部 側 に 潤 滑 材 Ｓ を 流 出 さ せ な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に 、 前 記 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト で は 、 凹 周 溝 ２ ５ を 設 け た こ と に よ っ て 、 継
手 内 部 か ら の 潤 滑 材 Ｓ が ブ ー ツ １ の 小 径 部 １ １ 側 に 流 れ 込 ん だ と し て も 、 こ の 凹 周 溝 ２ ５
に て 潤 滑 材 を 受 け る こ と が で き る 。 こ の 凹 周 溝 ２ ５ よ り 継 手 外 部 側 へ の 潤 滑 材 の 流 出 を 防
止 で き る 。 こ れ に よ り 、 優 れ た シ ー ル 性 を 発 揮 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の シ ャ フ ト ９
を 使 用 す れ ば 、 ブ ー ツ １ の 形 状 を 変 更 す る 必 要 が な い 。 こ の た め 、 こ の シ ャ フ ト ９ を 使 用
し て 等 速 自 在 継 手 を 組 み 立 て る 場 合 、 従 来 の 既 存 の ブ ー ツ １ を そ の ま ま 使 用 す る こ と が で
き 、 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 作 動 角 を と っ た 場 合 、 継 手 内 部 側 で 、 ブ ー ツ １ と シ ャ フ ト ９ と の 間 に 隙 間 が 形 成
さ れ る 。 こ の た め 、 こ の 隙 間 に 潤 滑 材 Ｓ が 流 れ 込 む こ と に な る が 、 流 れ 込 ん だ と し て も 、
ブ ー ツ バ ン ド １ ８ よ り も 継 手 内 部 側 に 、 ブ ー ツ １ の シ ャ フ ト 側 装 着 部 に て 覆 わ れ る よ う に
凹 周 溝 ２ ５ を 設 け た の で 、 凹 周 溝 ２ ５ に て こ の 潤 滑 剤 を 受 け る こ と が で き 、 こ の 凹 周 溝 ２
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５ よ り も 継 手 外 部 側 に 潤 滑 材 Ｓ を 流 出 さ せ な い 。 従 っ て 、 作 動 角 を と っ た 場 合 で も 、 安 定
し た シ ー ル 性 性 能 を 発 揮 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 さ ら に 、 一 対 の 周 方 向 突 起 部 ２ ３ 、 ２ ４ 間 の ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ に ブ ー ツ １ の 小 径 部 １
１ の 一 部 が 嵌 合 す る の で 、 ブ ー ツ 装 着 状 態 が 一 層 安 定 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ き 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る こ と な
く 種 々 の 変 形 が 可 能 で あ っ て 、 例 え ば 、 前 記 実 施 形 態 で は 、 一 対 の 周 方 向 突 起 部 ２ ３ 、 ２
４ 間 に ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る が 、 こ の よ う な ブ ー ツ 取 付 用 溝 ２ ０ を 省 略 し
て も よ い 。 ま た 、 凹 周 溝 ２ ５ の 断 面 形 状 を 、 半 円 形 状 、 三 角 形 状 、 台 形 状 、 矩 形 状 等 の 種
々 の も の を 採 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 す 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト を 使 用 し た 等 速 自 在 継 手 の 要 部
断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 前 記 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト の ブ ー ツ 装 着 状 態 の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 凹 周 溝 に 潤 滑 材 が 流 れ 込 む 過 程 を 示 し 、 （ ａ ） は ブ ー ツ が 引 っ 張 ら れ て 凹 周 溝 が
ブ ー ツ 内 部 に 開 口 し た 状 態 の 断 面 図 で あ り 、 （ ｂ ） は ブ ー ツ が 元 の 状 態 に 戻 る 途 中 を 示 す
断 面 図 で あ り 、 （ ｃ ） は ブ ー ツ が 元 に 戻 っ た 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 従 来 の 等 速 自 在 継 手 用 シ ャ フ ト を 使 用 し た 等 速 自 在 継 手 の 要 部 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
１      ブ ー ツ
２      等 速 自 在 継 手
１ １    シ ャ フ ト 側 装 着 部
１ ８ 　 　 ブ ー ツ バ ン ド
２ ０ 　 　 ブ ー ツ 取 付 溝
２ ２ 　 　 ブ ー ツ 取 付 部
２ ３ 、 ２ ４ 　 周 方 向 突 起 部
２ ５ 　 　 凹 周 溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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